
室根まちづくり協議会ニュース 
室根まちづくり協議会スローガン 

～集い語らい「力を合わせてみんなで創ろう」豊かな室根！～ 

平成 30 年 10 月 10日 発行 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 １ 号 

 

９
月
２４
日(

月)

室

根
神
社
特
別
大
祭
の

Ｐ
Ｒ
記
念
事
業
と
し

て
、
地
域
住
民
参
加

の
人
文
字
撮
影
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
ス
タ
ッ
フ
を

含
め
る
と
総
勢

３５０

人
と
予
想
を
は
る
か

に
超
え
る
人
々
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、

き
ら
め
き
パ
ー
ク
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、
勧
請
１
３

０
０
年
の
記
念
と
し

て
『
１
３
０
０
』
を
人

文
字
で
表
現
し
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た

写
真
で
、
大
祭
記
念

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
作
製
し
ま
す
。 

 

た
く
さ
ん
の
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
室
根
と
愉
快
な
仲
間
」
通
称
《
室
愉
会
》
で
は
、
９
月
９
日

(

日)

に
『
発
見
！
探
検
！
む
ろ
ね
さ
ん
ぽ
』
と
題
し
て
、
地
域
住

民
を
対
象
と
し
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

霧
雨
の
降
る
中
で
し
た
が
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
20
名
が
参

加
し
、
道
の
駅
む
ろ
ね
か
ら
き
ら
め
き
パ
ー
ク
、
南
流
神
社
、
マ

ツ
リ
バ
な
ど
の
各
ポ
イ
ン
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
問
題
を
解
き
な
が
ら

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ー
ル
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
大
祭
関
連

の
場
所
で
は
、
大
祭
に
ち
な
ん
だ
問
題
も
出
題
。「
カ
フ
ェ
一
休

み
」
で
の
休
憩
後
、
ゴ
ー
ル
の
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
参
加
者
全
員

で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
者
同
士
の
交
流
や
室
根
地
域 

室
根
神
社
特
別
大
祭 

記
念
の
人
文
字
で
Ｐ
Ｒ 

内
の
再
発
見
、
地
域
住
民
の
大
祭
へ
の
関
心
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
内
容
に
、
参
加
者
か
ら
も
「
地
域

や
大
祭
に
つ
い
て
色
々
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
良
い
運

動
に
な
っ
た
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

リ
ー
ダ
ー
の
畠
山
善
光
さ
ん
は
「
初
開
催
に
向
け
て
２

ヶ
月
前
か
ら
話
し
合
い
、
準
備
を
進
め
て
き
た
。
今
後
、

反
省
点
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た

い
。」
と
今
後
の
活
動
に
向
け
て
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。 

おいしい！楽しい！ 

ウォークラリーで室根探検 

熊野神勧請 

標柱でたどる路 

 

文
化
交
流
部
会
で
は
、
８
月
２
日
の

市
民
移
動
研
修
で
唐
桑
を
訪
れ
た
際

の
唐
桑
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の

交
流
の
中
で
、
紀
州
熊
野
神
が
室
根
山

へ
勧
請
さ
れ
た
路
に
合
同
で
標
柱
を

設
置
し
ま
し
た
。 

 

今
年
の
設
置
場
所
は
唐
桑
町
内
「
業

除
神
社
・
古
舘
家
・
瀬
織
津
姫
神
社
」

室
根
町
内
「
笹
塞
峠
入
口
・
荒
谷
白
山

神
社
跡
入
口
」
の
計
５
ヵ
所
で
す
。
ゆ

く
ゆ
く
は
数
を
増
や
し
、
合
計
１０
ヵ 

所
を
設
置
す
る
予
定
で
検
討
し
て

い
ま
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
、
標
柱
を

た
ど
り
、
熊
野
神
が
勧
請
さ
れ
て

き
た
ル
ー
ト
を
巡
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

室根まちづくり協議会会長 三浦幹夫氏（左） 

文化交流部会会長 奥野幸市氏（右） 

 



（まち協ニュース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活福祉部会 産業振興部会 

『安全で安心な暮らしができるまち』 

★治安・防犯・防災・交通安全に関することや、健

康・高齢者・住環境・子どもの安全に関すること

等について取り組んでいます！ 
 

◎健康増進グループは生活福祉部会の目標課題から 

『健康』に特化して活動するワーキンググループです！ 

『産業振興・地域資源を活用したまち』 

★地域資源の掘り起こしと活用に関することや 

 資源人材等の情報発信に関すること等について

取り組んでいます！ 
 

◎今年度から「しめ縄」「高原南蛮」の復活に向けて取り組

んでいます！また、漬物についても情報収集中！ 

文化交流部会 室根と愉快な仲間たち《通称：室愉会》 

『地域間・世代間の交流を通し人や文化を育むまち』 

★伝統行事等文化の継承に関することや 

 地域イベントを通じた他地域との交流に関する

こと等について取り組んでいます！ 
  

 ◎今年度は大祭 PR に向けた事業に取り組んでいます！ 

『若者世代の目線で室根の将来を考えて行く』 

★・むろねをもっと楽しく元気に暮らしやすく 

・人とひととをむすび、つなげる 

・むげんの可能性から、私たちの未来を創造する  

を目指して活動し、特に「子ども・若者世代の交

流」について考えて取り組んでいます！ 

 

目

標

課

題

の

紹

介 

編集/発行：室根まちづくり協議会 

〒029-1201 

岩手県一関市室根町折壁字大里 201-1  

TEL．0191-64-2347   

FAX．0191-64-3044 

Ｅ-mail：mmachikyo-kt@tiara.ocn.ne.jp 

ポイント１ ４0 の団体会員で構成された協議会です！（H30 現在） 

 

ポイント２ ３つの目標解決に向けて取り組んでいます！ 
 

ポイント３ 各部会で目標課題解決の為に活動しています！ 

 

もう一度おさらい！ 

ってどんなところ？ 

＜ 室 ま ち 協 の こ れ ま で ＞  

～Ｈ24 に設立総会を実施し、話し合いを重ねてＨ２７「室根地域づくり計画書」が完成！～ 

★平成 28年 「室根地域づくり計画書」に基づいて３部会それぞれが実施計画策定！  

★平成 29年 ・室根市民センター施設・旧津谷川小学校体育館の指定管理委託を、一関市より受ける。 

      ・地域活動に貢献した人（団体）を表彰する『室根地域まちづくり推進大会』を実施。 

      ・大祭 PR 漫画『マツリバ行事』の発行や空き家活用に向けた情報発信に加え、健康増進グ

ループによるいきいき百歳体操・ウォーキング講座を開催。 

秋のウォーキング講座 

 

健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
で
は
９
月
２６
日(

水)

に
今
年
３
回
目
と
な
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
１７
名
が
参
加
し
、
浜
横
沢
下
地
区
会

館
か
ら
熊
野
神
社
、
室
根
東
小
学
校
を
経
由
す

る
約
４
．
４
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
秋
晴
れ
の
心
地
よ
い
風
の
中
、
２
区

に
あ
る
熊
野
神
社
な
ど
を
参
拝
し
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。 

 

今
年
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
は
今
回
で
最

後
と
な
り
ま
す
が
、
講
師
の
浅
利
健
氏(

一
関

市
体
育
協
会)

か
ら
は
「
運
動
は
少
し
ず
つ 

で
も
毎
日
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
大

事
。
１０
分
で
も
い
い
の
で
家
で
も
続 

 

け
て
い
っ
て
欲
し
い
。」
と
の
お
話
も
あ
り
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
も
日
々
の
生
活
の
中
で
「
続
け
る
」
大
切
さ
を
再
認
識
し

た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。 

 

《
室
愉
会
》 

マ
ー
ク 
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